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〈
総
務
部
関
係
〉

（
概
要
）
財
政
調
整
基
金
繰

入
金
の
補
正
額
は
、
６
２
５

万
６
千
円
の
増
額
で
、出
産
・

子
育
て
応
援
交
付
金
の
市
負

担
分
及
び
そ
の
実
施
に
係
る

事
務
経
費
の
財
源
と
し
て
、

増
額
し
た
。

（
質
疑
な
し
）

〈
総
務
部
関
係
〉

（
概
要
）
国
に
お
い
て
、
社

会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対

応
し
た
個
人
情
報
保
護
と

デ
ー
タ
流
通
の
両
立
強
化
等

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ

り
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、国
、

地
方
公
共
団
体
、
民
間
事
業

者
等
に
お
け
る
個
人
情
報
保

護
制
度
の
一
元
化
が
図
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
う

ち
、
地
方
公
共
団
体
に
適
用

さ
れ
る
規
定
は
、
令
和
５
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
本
市
に
お
い

て
も
、
改
正
後
の
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
対

応
す
る
た
め
、
必
要
と
な
る

条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

（
質
疑
な
し
）

〈
地
域
振
興
部
関
係
〉

　
　
　
所
属
部
署
の
変
更
理

由
は
な
に
か
。

　
　
　

総
務
部
か
ら
事
前
に

組
織
改
正
に
つ
い
て
の
話
が

あ
り
、
地
域
振
興
部
が
所
管

し
て
い
る
条
例
で
あ
る
こ
と

か
ら
提
案
を
し
た
。

　
　
　
防
災
行
政
無
線
の
耐

用
年
数
と
部
品
の
供
給
期
間

は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。

　
　
　

屋
内
機
器
消
耗
品

は
、
９
年
メ
ー
カ
ー
保
有
義

務
が
あ
る
。
ま
た
、
耐
用
年

数
は
、
機
器
が
15
年
、
柱
が

28
年
で
あ
る
。

　
　
　
制
限
付一般
競
争
入
札

で
入
札
し
た
制
限
内
容
と
そ

の
財
源
は
何
を
充
て
る
の
か
。

　
　
　

過
去
15
年
で
実
績
が

あ
る
こ
と
が
条
件
。財
源
は
、

緊
急
防
災
減
災
事
業
債
で
充

当
率
１
０
０
％
で
、
交
付
税

措
置
率
70
％
で
あ
る
。

　
　
　
防
災
行
政
無
線
子
局

が
１
８
１
局
か
ら
１
２
０
局

に
減
る
と
、
聞
き
取
り
に
く

く
な
ら
な
い
の
か
。

　
　
　

新
し
い
通
信
方
式
を

使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ほ

か
電
波
の
影
響
を
受
け
に
く

く
、
安
定
し
た
通
信
が
で
き

る
。
ま
た
、
高
機
能
ス
ピ
ー

カ
ー
を
搭
載
す
る
こ
と
で
、

現
在
の
２
倍
か
ら
３
倍
の
音

声
到
達
が
可
能
。

〈
総
務
部
関
係
〉

（
概
要
）丸
尾・休
場
辺
地
は
、

集
落
間
を
結
ぶ
道
路
の
幅
員

が
狭
く
、
緊
急
時
や
災
害
時

の
迂
回
路
も
乏
し
い
こ
と
か

ら
、
日
常
的
な
車
両
や
緊
急

車
両
等
の
通
行
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

辺
地
総
合
整
備
計
画
を
策
定

し
、
本
計
画
に
基
づ
き
道
路

整
備
を
実
施
し
、
住
民
の
利

便
性
の
向
上
と
辺
地
性
の
脱

却
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
。

令
和
５
年
度
か
ら
令
和
９
年

度
ま
で
の
５
カ
年
で
、
市
道

休
場
棚
石
１
号
線
（
休
場
工

区
）、
市
道
丸
尾
線
の
道
路

整
備
事
業
を
行
う
予
定
で
あ

り
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
事

業
を
実
施
す
る
と
、
有
利
な

交
付
税
措
置
が
あ
る
辺
地
対

策
事
業
債
の
借
入
れ
が
出
来

る
こ
と
に
な
る
。

〈
総
務
部
関
係
〉

　
　
　
庁
舎
建
設
基
金
積
立

は
、
い
つ
ま
で
積
み
立
て
る

の
か
。

　
　
　

い
つ
ま
で
に
幾
ら
と

い
う
の
は
決
め
て
い
な
い

が
、
年
間
１
億
円
ず
つ
積
み

立
て
る
。

　
　
　
公
有
財
産
管
理
費
の

施
設
解
体
工
事
費
が
、
約
１

億
１
，
９
０
０
万
減
額
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
は
な
に

か
。

　
　
　

設
計
の
見
直
し
、
工

事
の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と

か
ら
、
減
額
に
な
っ
た
。

〈
地
域
振
興
部
関
係
〉

　
　
　
外
国
人
労
働
者
の
取

り
組
み
状
況
と
そ
の
予
算
は

計
上
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

予
算
を
伴
っ
た
取
組

は
し
て
い
な
い
が
、
各
関
係

部
の
職
員
と
勉
強
会
を
２
回

開
催
し
た
。

　
　
　
外
国
人
の
取
組
は
３

年
前
か
ら
問
い
か
け
て
い
る

問
題
で
あ
り
、
期
日
を
決
め

て
、
取
り
組
め
な
い
の
か
。

　
　
　

喫
緊
の
課
題
と
認
識

し
て
い
る
が
、
取
組
が
進
ん

で
い
な
い
の
で
、
今
後
で
き

る
だ
け
早
く
で
き
る
よ
う

に
、
努
め
て
い
き
た
い
。

〈
議
会
事
務
局
関
係
〉

　
　
　
政
務
活
動
費
補
助
金

は
、
ど
の
く
ら
い
使
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
使
っ
て
い

な
い
人
は
い
る
の
か
。

　
　
　

申
請
は
あ
る
が
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
、
返
還
さ
れ

る
会
派
が
あ
る
、
ま
た
、
１

会
派
は
、
申
請
を
さ
れ
て
い

な
い
。

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

答
弁

答
弁

【
議
案
第
２
号
】お
い
し
い

南
島
原
ブ
ラ
ン
ド
認
定
委

員
会
条
例
の一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
９
号
】防
災
行
政

無
線
機
能
拡
充
等
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

【
承
認
第
１
号
】専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て（
令
和
４
年
度
南
島

原
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
））

【
議
案
第
１
号
】
南
島
原
市

個
人
情
報
保
護
法
施
行
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

【
議
案
第
10
号
】丸
尾・休

場
辺
地
に
係
る
総
合
整
備

計
画
に
つ
い
て

【
議
案
第
11
号
】　令
和
４
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）

総
務
委
員
長
報
告（
概
要
）

•
承
認
１
件
を
承
認
、
議
案
５
件
を
原
案
可
決


